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河
野
氏
（
い
ち

の
か
い
か
わ
の

し
）
が
執
り
行

い
、「
禊
（
み

そ
ぎ
）」
や
「
一

木
一
草
一
石
た

り
と
も
持
ち
出

し
て
は
な
ら
な

い
」
な
ど
の
禁

忌
（
き
ん
き
）

が
守
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
沖

ノ
島
の
南
東
１

ｋｍ
の
と
こ
ろ
に

あ
る
岩
礁
「
②

小
屋
島
（
こ
や

じ
ま
）・
③
御

門
柱
（
み
か
ど
ば
し
ら
）・
④

天
狗
岩
」
は
、
鳥
居
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
18

世
紀
こ
ろ
に
は
、
大
島
北
岸
に

⑤
沖
津
宮
遙
拝
所
が
設
け
ら

れ
、
通
常
渡
島
で
き
な
い
沖
ノ

島
を
拝
む
場
所
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
委
員
会
は
、
航
海
安
全

を
願
う
信
仰
が
、
古
代
か
ら
現

在
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
る
こ
と
を
示
す
遺
産
と

し
て
価
値
が
高
い
と
評
価
し
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
９
４
５
６

柔道整復師（整骨院・接骨院）の
施術を受ける人へ

行政・学びの里

保険が使える場合＝
ねん挫、打撲、挫傷（肉離れ）、骨折・脱臼の応急手当

医師の同意がある場合に保険が使える場合＝骨折、脱臼

保険が使えない場合＝○△以外のも
の（例：疲労や年齢が原因の肩こり・
腰痛・体調不良、スポーツでの筋肉疲
労、神経痛・リウマチ・ヘルニアなど
の病気が原因の痛み）

△
×

○

８
つ
の
構
成
資
産
の

世
界
的
な
価
値

第104回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群 　整骨院や接骨院を利用する人が増えています。「疲労からくる肩こり

や、スポーツによる筋肉疲労でマッサージを受けに行く」という人も
いるのではないでしょうか。
　整骨院や接骨院は「柔道整復師」という資格を持つ人が施術をしま
すが、医療機関（病院や診療所）ではないので、健康保険が使えない
場合があります。

《健康保険を使える症状と使えない症状》
　保険を整骨院、接骨院で使えるのは、急性または亜急性（急性に準
ずる）の外傷性のけがで、たとえば、ねん挫・打撲・挫傷・肉離れな
どです。
　内科的原因のこりや痛み、慢性的な症状などには保険が使えません。
受けた後で、保険の適用が認められなければ、全額自己負担となり返
還請求される場合があります。

《柔道整復師による施術を受けるときの注意》
●負傷の原因を正しく伝えて、健康保険が使えるかどうかの確認を
　急性か亜急性の外傷性のけがでない場合や、労働・通勤災害に該当
する場合は健康保険が使えません
●交通事故などの場合は連絡を
　交通事故や傷害事件など第三者行為でのけがは、国保医療課へ届出
が必要です
●医師の診断が必要な場合があります
　施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられるため、医師の
診察を受けてください

《市国民健康保険からの照会に協力を》
　厚生労働省と県の指導に基づき、柔道整復師施術療養費（整骨院、接
骨院での施術）の適正化への取り組みとして、啓発や患者調査などを
行っています。協力をお願いします。
＊施術日や内容などを、文書での照会や電話で確認をする場合あり
＊柔道整復師施術を受けたときは、日頃から領収証の保管と受診の記
録を心がけ、医療費通知で金額と日数の確認を

■問い合わせ先　国保医療課国民健康保険係　☎（36）1363

　市国民健康保険では、国保加入者の健康の保持、増進を目的とし、市
が指定した施術所での、はり・きゅうの施術に対して助成を行ってい
ます。

●対象　市国民健康保険の被保険者
●助成回数限度　１日１回、１カ月に10回
●助成金額　各施術所での支払金額から差し引く金額
▽１術＝490円（はり・きゅうのいずれか一方の施術）
▽２術＝700円（はり・きゅう両方の施術）
●施術の範囲　神経痛、神経まひ、神経けいれん、リウマチ、関節痛、
筋けいれん、腰筋ねんざ、中枢疾患後遺症

＊あんま、マッサージ、電気治療などは、助成の対象外
●施術所への持参品　保険証、印鑑
＊申請書の記入、押印が必要
＊指定施術所は、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「健康・
保険・福祉・子育て」→「年金・医療・介護」→「国民健康保険」→「給
付について」で確認か問い合わせを

■問い合わせ先　国保医療課国民健康保険係　☎（36）1363

沖
ノ
島
と
古
墳

　
古
代
の
日
本
で
は
、
中
国
大

陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
新
た
な
技

術
や
思
想
・
文
物
を
取
り
込
む

た
め
に
、
海
を
介
し
た
交
流
を

盛
ん
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
航

海
交
流
の
要
衝
と
な
っ
て
い
た

宗
像
沖
の
玄
界
灘
は
、
現
在
も

荒
波
で
知
ら
れ
る
危
険
な
海
域

で
、
そ
こ
に
浮
か
ぶ
孤
島
「
①

沖
ノ
島
」
で
は
4
世
紀
後
半
か

ら
9
世
紀
末
に
か
け
て
航
海
安

全
を
願
っ
た
大
規
模
な
祭
祀

（
さ
い
し
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
古
代
豪
族
宗
像
氏
は
、
沖
ノ

島
で
の
祭
祀
を
担
い
、
海
人
集

団
と
し
て
航
海
の
水
先
案
内
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
宗
像

氏
の
墳
墓
を
代
表
す
る
「
⑧
新

原
・
奴
山
古
墳
群
」
は
、
玄
界

灘
を
一
望
で
き
る
小
高
い
丘
に

築
か
れ
、
方
墳
を
は
じ
め
、
大

小
の
前
方
後
円
墳
、
円
墳
が
ほ

ぼ
完
全
な
形
で
保
存
さ
れ
、
当

時
の
支
配
階
層
を
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

航
海
の
安
全
を
願
う

祭
祀
と
神
事

　
宗
像
氏
は
、
奈
良
時
代
に
編

さ
ん
さ
れ
た
『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
の
中
で
「
宗
像
君

（
む
な
か
た
の
き
み
）
と
呼
ば

宗像大社沖津宮

大島

①〜④
宗像大社沖津宮

⑤宗像大社沖津宮遙拝所

⑦宗像大社辺津宮⑧新原・奴山古墳群

⑥宗像大社中津宮

①沖ノ島

④天狗岩

③御門柱②小屋島

①〜④

【全構成資産】

れ
、
航
海
安
全
を
願
う
祭
祀
を

発
展
さ
せ
ま
し
た
。
沖
ノ
島
で

半
岩
陰
（
は
ん
い
わ
か
げ
）・

半
露
天
（
は
ん
ろ
て
ん
）
祭
祀

が
行
わ
れ
て
い
た
7
世
紀
後
半

以
降
、
大
島
の
御
嶽
山
山
頂
や

九
州
本
土
の
田
島
で
も
土
器
や

滑
石
製
の
石
製
品
を
使
っ
た
同

様
の
祭
祀
が
行
わ
れ
、
沖
ノ
島

の
沖
津
宮
に
田
心
姫
神
、
大
島

の
「
⑥
中
津
宮
」
に
湍
津
姫
神
、

九
州
本
土
の
「
⑦
辺
津
宮
」
に

市
杵
島
姫
神
が
ま
つ
ら
れ
ま

す
。

　
10
世
紀
以
降
、
宗
像
大
宮
司

家
に
よ
る
三
宮
の
祭
祀
は
辺
津

宮
が
中
心
と
な
り
、
12
世
紀
に

は
、
境
内
に
三
宮
を
ま
つ
る
第

一
宮
（
て
い
い
ち
ぐ
う
）、
第

二
宮
（
て
い
に
ぐ
う
）、
第
三

宮
（
て
い
さ
ん
ぐ
う
）
が
あ
り

ま
し
た
。
14
世
紀
に
は
、
御
長

手
神
事
（
み
な
が
て
し
ん
じ
）

と
呼
ば
れ
る
、
沖
ノ
島
か
ら
竹

を
従
え
て
日
を
定
め
ず
春
夏
秋

冬
年
4
回
、
神
事
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
『
正
平
（
し
ょ
う

へ
い
）
年
中
行
事
（
ね
ん
ち
ゅ

う
ぎ
ょ
う
じ
）
目
録
（
も
く
ろ

く
）』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る

「
み
あ
れ
祭
」
は
、
こ
の
神
事

を
昭
和
37
年
に
再
興
し
た
も
の

で
す
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で

続
く
信
仰

　
近
世
に
入
り
沖
津
宮
の
神
事

は
、
宗
像
大
宮
司
に
変
わ
り
大

島
の
社
家
で
あ
る
一
ノ
甲
斐

国民健康保険 「はり費及びきゅう費助成制度」


